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７
月
１６
日
、
県
内
市
町
社
会
教
育
委
員

や
事
務
局
の
方
等
１１９
名
の
参
加
を
得
て
、

平
成
２７
年
度
の
総
会
・
研
修
会
を
佐
賀
県

庁
で
開
催
し
た
。 

上
野
会
長
あ
い
さ
つ
要
旨 

地
方
創
生
の
中
で
社
会
教
育
の
立
場
か

ら
ど
の
よ
う
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
？
産
業
の
活
性
化
ば
か
り
に
目
が
行

っ
て
地
域
の
持
続
的
な
発
展
の
担
い
手
は

ど
う
す
る
の
か
？
社
会
教
育
委
員
と
し
て

市
町
の
地
方
創
生
会
議
で
議
論
し
て
も
ら

い
た
い
。 

文
部
科
学
省
河
村
生
涯
学
習
政
策
局
長

の
記
念
講
演
で
は
、
今
あ
る
職
業
が
１０
年

～
２０
年
後
に
は
、
半
分
近
く
無
く
な
り
、

小
学
生
の
６７
％
は
今
な
い
職
業
に
就
く
こ

と
に
な
る
、
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
学
び
続
け
る
社
会
を
創
造
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

国
や
県
、
市
町
の
地
方
創
生
の
動
き
を

見
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
社
会
教
育
を
進
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
今
年
一
年
取
り

組
ん
で
欲
し
い
。 

     

 

５
月
２１
日
、
東
京
で
全
国
社
教
連
総

会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
組
織
の
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
。 

 

全
国
社
教
連
総
会
に
お
け
る 

大
橋
会
長
あ
い
さ
つ
要
旨 

社
会
教
育
は
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
。 

し
か
し
、
一
方
で
は
、
次
の
観
点
か
ら

は
ま
す
ま
す
社
会
教
育
の
振
興
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。 

① 

限
界
集
落
・
消
滅
集
落
に
お
け
る
住 

民
。
行
政
と
住
民
の
協
働
の
力
を
社
会

教
育
行
政
が
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

② 

子
ど
も
の
発
達
が
歪
ん
で
き
て
い
る
。 

家
庭
教
育
を
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
き
て
お 

ら
ず
、
家
庭
支
援
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ

が
な
い
。 

③ 

単
身
高
齢
者
が
増
え
て
お
り
、
そ
の 

大
半
が
認
知
症
。
成
年
後
見
制
度
、「
死

に
方
」
支
援
を
地
域
挙
げ
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。 

④ 

ロ
ボ
ッ
ト
革
命
は
、
第
３
次
産
業
革 

命
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
よ
り
も
急
激
に
進
む
。 

今
こ
そ
、
社
会
教
育
委
員
の
在
り
方
が

問
わ
れ
て
い
る
。
社
会
教
育
に
よ
る
地
方

創
生
に
、
知
事
や
教
育
長
の
理
解
を
求
め
、

協
働
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

本
年
度
は
「
こ
れ
ま
で
の
社
会
教
育
委

員
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
委
員
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
平
成
２５
年
度
市
町
社
会
教

育
委
員
の
会
議
の
委
員
構
成
、
開
催
状
況

や
活
動
状
況
等
の
調
査
結
果
報
告
（
次
ペ

ー
ジ
）
に
引
き
続
き
、
佐
伯
・
森
両
社
会

教
育
委
員
と
事
務
局
担
当
者
の
栗
山
氏
に

よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。 

社
会
教
育
委
員
基
礎
研
修
会 

上
野
）
地
方
創
生
の
中
で
、
社
会
教
育
・

公
民
館
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
い
る
。 

佐
伯
）
地
方
創
生
で
市
町
は
何
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
社
会

教
育
委
員
と
し
て
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
悩
ん
で
い
る
。 

森
）
委
員
会
も
年
２
回
で
、
提
案
さ
れ
た

案
件
に
了
解
意
見
を
求
め
ら
れ
る
だ
け
。 

 
 

教
育
委
員
会
は
社
会
教
育
委
員
を
ど

う
見
て
い
る
だ
ろ
う
か
。 

 

栗
山
）
委
員
か
ら
の
発
案
が
あ
っ
て
も
、

意
見
反
映
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
。 

そ
の
他
に
も
、
会
場
か
ら 

○
諮
問
を
受
け
て
答
申
し
た
が
、
結
果
的

に
生
か
さ
れ
ず
、
無
力
感
を
味
わ
っ
た
。 

○
会
議
の
時
だ
け
の
委
員
で
は
い
け
な
い
。

日
々
が
社
会
教
育
委
員
で
あ
る
。 

○
施
策
や
予
算
に
意
見
を
反
映
で
き
る
時

期
と
、
会
議
の
開
催
時
期
が
ず
れ
て
、
会

議
が
報
告
委
員
会
で
終
始
し
て
い
る
。 

○
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
人
が
委
員
に
な

っ
て
い
る
が
、
発
言
の
場
・
機
会
が
な
い
。 

 

社
会
教
育
委
員
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー 

第
１
号 

発 

行 
 

佐
賀
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会 

事
務
局 

 

佐
賀
県
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
ま
な
び
課
内

総会全景 

基礎研修会 
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○
会
議
で
は
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
委
員
の

意
見
交
換
を
し
て
い
る
。 

な
ど
の
意
見
が
出
た
。
ま
た
別
途
、
参
加

者
か
ら
、
左
記
の
よ
う
な
紙
上
意
見
も
あ

っ
た
。 

課
題
・
悩
み
・
困
り
ご
と 

「
社
会
教
育
委
員
と
し
て
」 

○
年
１
～
２
回
の
会
議
で
は
、
行
政
が
、

社
会
教
育
委
員
に
対
し
て
何
を
期
待
し
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
必
要
性
に

も
疑
問
が
あ
る
。 

○
会
議
も
事
務
局
か
ら
の
提
案
を
協
議
す

る
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
て
、
委
員
同
士
が

語
り
合
う
・
交
流
す
る
場
が
な
い
。 

○
他
の
役
職
を
い
く
つ
も
兼
務
し
て
お
り
、

「
あ
て
職
」
で
活
動
が
十
分
に
で
き
な
い
。 

 
 
 

社
会
教
育
委
員
は
、
い
わ
ゆ
る
「
名

誉
職
」
で
は
な
い
。「
待
ち
」
の
姿
勢
で
は

な
く
、
委
員
個
人
や
会
議
と
し
て
積
極
的

に
活
動
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。 

「
事
務
局
と
し
て
」 

○
委
員
の
顔
触
れ
が
変
わ
ら
ず
、
ま
た
高

齢
化
も
進
み
、
若
い
世
代
の
意
見
が
反
映

さ
れ
な
い
。 

○
会
議
内
容
も
各
部
署
の
事
業
説
明
や
補

助
金
交
付
等
同
じ
内
容
で
あ
り
、
ま
た
補

助
金
受
給
団
体
の
代
表
が
委
員
で
も
あ
る
。 

○
会
議
で
は
、
各
団
体
の
要
望
が
多
く
、

市
町
全
体
の
社
会
教
育
の
方
向
性
を
良
く

し
て
い
く
内
容
に
は
な
っ
て
い
な
い
。 

 
 
 

佐
賀
県
は
、
４０
代
以
下
の
委
員
を

全
体
の
３０
％
以
上
、
女
性
委
員
を
全
体
の

４０
％
以
上
と
す
る
な
ど
の
選
出
方
法
を
と

っ
て
い
る
。
ま
た
、
公
募
な
ど
を
検
討
す

る
こ
と
も
、
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。 

上
野
）
社
会
教
育
委
員
・
会
議
の
活
性
化

に
、
こ
れ
が
正
解
と
い
う
も
の
は
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
に
い
い
や
り
方
を
発

見
す
る
、
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
消
滅
集
落
等
が
い
わ
れ
る

中
、
今
後
生
き
残
っ
て
い
く
地
域
は
、

公
民
館
の
役
割
や
社
会
教
育
の
役
割
が

残
っ
て
い
る
地
域
で
あ
ろ
う
。  

 

総
会
の
承
認
を
得
て
、
初
め
て
「
ニ
ュ

ー
ズ
レ
タ
ー
」
を
発
刊
し
た
。
不
定
期
だ

が
、
様
々
な
情
報
を
収
集
し
、
皆
様
に
提

供
し
て
い
き
た
い
。 

平成２５年 

１０月調査 

佐
賀
市 

唐
津
市 

鳥
栖
市 

多
久
市 

伊
万
里
市 

武
雄
市 

鹿
島
市 

小
城
市 

嬉
野
市 

神
埼
市 

吉
野
ヶ
里
町 

基
山
町 

上
峰
町 

み
や
き
町 

玄
海
町 

有
田
町 

大
町
町 

江
北
町 

白
石
町 

太
良
町 

合 

計 

平 

均 

条例委員数 13 15 15 10 10 15 10 12 10 10 20 15 10 10 10 10 20 10 18 6 249 12.5 

現委員数 12 12 13 9 10 10 9 12 9 10 10 10 10 9 9 8 9 8 8 6 193 9.7 

公募委員（内数） 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 4 0.2 

委
員
構
成 

小中高校 1 3 1 1 2 1 1 2 1 2 2 1 2 2 1 1 1 2 1 1 29 1.5 

関係団体 5 7 5 7 4 5 5 2 1 6 3 1 5 4 1 4 6 6 1 2 80 4.0 

家庭教育 1 1 1 1 2 1 1 0 0 0 2 0 1 2 0 2 1 0 0 0 16 0.8 

学識経験者 3 1 6 0 2 5 2 8 7 2 3 8 2 1 7 1 1 0 6 3 68 3.4 

会議回数 4 2 2 2 0 1 2 4 2 3 3 3 1 1 2 2 1 1 3 3 42 2.1 

分科会等（外数） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 

過
去
３
年
間

諸計画立案 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.1 

諮問 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.1 

研究調査 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 

青少年特定事項 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 

※学識経験者：大学教授、警察官、区長、民生委員・児童委員、老人クラブ、保護司、公民館長、旅館業組合、公民館運営

審議委員、公民館ボランティア、保育園・幼稚園園長、まちづくり団体、議会議員、文化振興団体、観光協会、 
社会福祉協議会、元公民館長、元社会教育指導員、元青年団、前婦人会長、元教師、元市町職員など（順不同） 

多くの意見が出ました 

県内市町社会教育委員の会議の委員構成、開催状況及び活動状況等の調査結果 


